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About Synspective

Founded in 2018

ワンストップサービスを提供しています

データ販売＆ソリューション開発衛星製造＆運用

衛星製造運用・観測データとソリューションの提供

180+ Members From 29 countries
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X band SAR (Synthetic Aperture Radar) 衛星コンステレーション
StriX フクロウの学名 ‘Strix uralensis’より命名

Day/Night and 
All Weather

Synspective proprietary
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SARの仕組み
SAR (合成開口レーダー)は能動的に電磁波を照射し、反射した
電磁波を受信してデータを取得します。

昼夜・被雲のある場合も撮像可能
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Effective solutions by SAR satellite data analysis

Ground Truth (航空機LiDAR)

推
定
値

Biomass and Vegetation

Forest Inventory Management (FIM) Offshore Wind Assessment (OWA)

Offshore Wind

Ground Deformation Flood Damages Damages by Disasters

Land Displacement Monitoring (LDM) Flood Damage Assessment (FDA) Disaster Damage Assessment (DDA)
Machine Learning 

& Platform



©︎Synspective Inc.

CONFIDENTIAL

6

伐採エリアを時系列
で可視化

伐採エリアを時系列
で数値表示

伐採作業の進捗確認、伐採地検査、違法伐採検知
大規模な病虫害、風倒被害、山地崩壊箇所の抽出

Copernicus Sentinel data [2021]@Sybnspective Inc

※Only for reference purpose, prototype data

SAR後方散乱係数等を用いて伐採の場所と範囲の進捗状況を可視化

2/8 2/28 3/26

※日付はイメージのため必ず
しも範囲と一致しない

1/29
ビジュアル

数値

森林域の変化検知
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Ground Truth (航空機LiDAR)

推
定
値

SARによる推定結果(30haあたり)
RMSE = 4.9m

樹高推定 Howland Forest in USの事例

7

航空機Lidarのデータを学習に用いて、ALOS-2＋半物理モデルで樹高推定

SとCはデータから学習
S：誘電率（水分量）の変化の影響
C：樹高によるコヒーレンスの変化

画像ソース
ARSET - Forest Mapping and Monitoring with SAR Data

コヒーレンス
樹高

https://appliedsciences.nasa.gov/join-mission/training/english/arset-forest-mapping-and-monitoring-sar-data
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SARの後方散乱係数は、森林のバイオマス、材積と指数関数的な関係を持つ。散乱係数が大きいほど
バイオマス量も多くなる。多くの研究論文も出ており広く実証されている。

バイオマス量推定のアプローチ方法

https://bsj.or.jp/jpn/general/bsj-review/BSJreview2012A6.pdf

バイオマスと後方散乱係数の関係性（2つの異なる論文より）

https://www.jstage.jst.go.jp/article/rssj/40/1/40_2/_pdf

• 波長の長いLバンドの衛星を活用することを
想定。

• マイクロ波が森林内に侵入する際、一定の電
波は地表部まで到達せずに返って来てしま
う。

• そのため一般的に200t/haあたりを過ぎると
後方散乱係数によるバイオマス量推定が飽和
してしまうとされている。

• つまり、密な森林を計測する際は、実際のバ
イオマス量よりもやや過小評価する可能性が
ある。

8

• ALOS4の打ち上げによりデータがより充実
• ESA BIOMASS（P-bandSAR）の打ち上げ

に期待
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土地の劣化や炭素排出 – 泥炭地モニタリング

• InSAR技術＋ ALOS-2 画像

• 広域での過去の泥炭地の沈下状況を把
握する
• Synspective独自アルゴリズム

• 過去のベースライン＆現状のモニタリ
ングを継続可能

• 非常に広域での観測

• 不正なデータ改ざんが不可能で、信頼
性の高いデータが提供可能

• データプラットフォームから配信

© Mapbox, © OpenStreetMap and Improve this map, © Copernicus Sentinel data [2019-2022], © Synspective 
Inc.
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